
工績浄真 1仲間島における稲荷信仰

利尻島における稲荷信仰について

工藤浄真※

はじめに

利尻町立簿物躍では、昭和田年度より利尻動内における民間信仰を主要研究テ マとして調出を

実施してきた。現在までに、庚吻信師、太平山三吉信冊をテーマとして盟り上げ、その調査を行な

いその成果を発呈してきた.今年置は、稲荷慣仰について調査を行ない発表するものである。

1 稲荷信仰の叶布について '

稲荷信仰は、日本国中広く円衆の聞に直通し、 「お稲荷さんJ • rコックりさんJ と闘しく呼ば

れており、全国iζ約三万祉に及ぶ伺堂を有 L、伏見稲荷が圧倒的に多〈信仰されている。全部が鳥

居を有し、神匝いの狐を祭抱している.

京都の伏見に本宮があり、その信仰内書は商売監昌・五盤鐙穫の利益ある神とし祭担されている

が、利尻島内における信冊は、漁難神の性格が最も強〈、他に間売酷昌や航梅安全の神として信仰
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され、島内田所に摺仰者 向堂がみられる。また.一郎であるが、病気治癒を祈願する神としても

信仰されている。

信師白対象者も、恒人・集団・郎描神社由三者iζ位置付けられており、殆んど主祭神が伏見稲荷

で、{患に、豊畳稲荷量川穏荷高山稲荷等がみられる。

己のよフ K、稲荷信仰本来由ものが、漁業を基盤とする利尻白内においては陣豊漁を祈願する漁

推神として霊視し.今自に至っている.

さらにまた.錬控踊聾者が特に信仰が厚く、殆ど稲荷量を建立し、大漁への輯神的主役としてい

た。

本報告6ζは、現存する信仰集団.用量のみを報告の対象とし、その由来、蛮還について揮ってみ

た。

2 建網章者における稲荷信仰

建網業者の稲荷信仰は、障に、文化 文政時代の頃から蹄醤且の近く Ie. ij誌の神として稲荷祉が盟

てられるという形が生れている.大正12年の利尻島の陣盟冊闇所は、 191 ケ統あ旬、 ζれらのほと

んどが、祭られ檀仰されていた容を考えると、稲荷揖仰が和l尻島内において拙の漁業神κ比鮫して

突出した散で、如何に多くの漁民の宿仰を集めたかが鍛制される。

現慮、建網業者が祭把し信仰した閣が残されているのは全部で八箇所あり、その中のーケ所は問

が朽ちて家屋内に祭犯されている。

部落神社として位置づけられているものは政泊、畏浜のニケ所である。

また.多数の信者によって継続されている所は富士郎があり、個人によって守られているものに

は政泊、野中のニケ所がある。 f言者がなく、間または石抑だけが掻っているものは三ケ所である。

ItJ政，白港神社

rl平田の稲荷さん」と呼ばれていたが昭和却年頃より政相措神社と改称し部落神社とえよった。漸

〈二人程か入れる開である。 t平田伊三郎は、明治28俸は現在の掴井県芦原町北潟から利尻島鬼瞳の

ライン泊に来住し、厳定置漁業を始め そ ζ を本拠地として抽法志政泊にも新漁墳を開拓し、利尻

島の南部按の開拓の中心的存在であ q た.乙のイ111浩志字数泊κ稲荷量を建立したものが、現在にお

ける政拍港神社とむったものである。祭具として奉納した太酷に明治32年の文字がある ζ とから、

ζの当時の埋立と考えられる。

部落神社iとなったのは、闘の不ぬ続きによる終末期花、漁場の閉躍と昭和幻年頃に金比羅さんを

宮下要一氏、滝沢制作氏の二人がとの神社iζ合把したζ と.また‘政泊には乙の他に神社が無〈、

都高足の会議の上、稲梅田伸者を云々せずに、さらに‘当地に築工された{山法志漁港も整備修築さ

れた乙となどからも、次第に部落神社としての性格をおびるようにむってきた. cのζ との背畳に

は、坪田氏が地元iζ 常住する乙とは江く、蹄iil1tlIの聞だけ来住し、漁期が終ると故田区帰っていた

E となども要因にはっている。
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祭神は、正位稲荷大明で、もちろん世見稲荷である。

祭礼行事は、陣漁時代には盛大にお乙なわれており、特花、 「醐降し J I<は 供物・持煩・赤字

K白ぬき文字の構櫨をたて祈寿白太滋の後、酒盛りがお己市われたという。現在は、年一度曲法志

神社の祭典Kのみ祭礼行事がおとはわれている。冬期聞には、正丹の書祥iζ困るので政泊自治会館

内iζ遷座し、ー神時として正月の集まりが聞かれている。

との稲荷量の曲には、何回も嗣にかかり稲荷神の化身と信じられている、高さ70"，也の自然石が

置かれている。

121 長浜神社

ζζは、昔 「佐々木の稲摘さんJ 'I;呼ばれていた.現在の富山民宅の所iζ佐々木民砥氏が陣漁

場を旺宮していた番屋があり、そ乙』ζ問民が造立し祭手E悟仰していた 1 m四方ほどの閉が、長浜神

社の起顕である。佐々木氏は明治30年唖に、鳥取県岩見血圧面Ii村から釆控し、はじめは匁臨のヤム

ナイに落着き 2 ・ 3 年後K長浜に陣漁場を開き、同室を建立したものである。祭神は正一位稲荷

明神で.鈴軸である。

佐々木毘磁も政泊の坪回伊三郎と同じく陣漁期だけの季節的な移住であり.蝉漁朗が終ると父の

長平とともに故郷iζ戻っていたが、明治末期の蝉不漁が続いたのを契機に大正2 年頃iζ利尻を引き

あげた。後、稲荷重を長浜在住の鳥取県移桂者の人々が漁業神として信仰した。さらに、昭和には

いり、戦時色濃厚κはって仙法走、神社の遍拝所.即ち、畳浜神社として也置づけられた。 ζ れは、

乙の地績に二つの閉があったのが、位置関係と信者の多かった乙とから郡高神社と怠ったものであ

る。また、秋田県の出身者である佐藤抽民の祖父久七丘が信仰していた「八縮機」を部落の人々と

の協龍のうえ合把し、長浜の二つの桐堂を一つにまとめたのであ勺た。

祭礼行事には、稲荷明神の織をあげ、神楽踊りがおζなわれた。信者の人々の畳表幡、伊佐四長

蔵氏は、当時議本清栄氏等iζ故郷の鳥取県因幡の神楽を指導するというととなどもあって 非常

iζ賑やかであ勺 fこと言い伝えている。

戦後になって、長浜自治会館内!と移され、年に一度の蝿土祭典時に初主が立ち寄る稜度の行事と

なり、さら iと、新自治会館が昭和田年に新築された祭にも組立した掃を建立されるととはおく、邑

拍会館内に引き続きおかれ現直にいたっている.

また、ど神体の掛軸は、まだ小さな摘の稲荷堂だった ζ ろ その堂が強風で吹き飛ばされたにも

かかわらず、木町技にかかり紛失をまぬがれた乙とから、尚一届の信仰を深められている。

131 宮下の稲荷さん

浄土宗専祢寺の裏地、約SOm程のと乙ろに閉があった。昭和 10年頃に師連閉業者の田中多吉氏が

造立したのが始まりであり、田中氏が政泊出番地iζ漁湯を持勺たのとほぼ同じ年代である。

田中氏の漁場は. 3 年後の昭和13年に宮下聾 民が綴り畳けたが、掴荷重もそのまま畳け続吉、

漁業神として信仰した。しかし、岡和泊年代にはいり、開室の崩敏と、餓漁の国漁と iとより向堂の
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再建をせずに、 ζ 神体・祭具などを宮下氏宅に移し 宮下キミ民がその信仰を畳け継き1現日正にいた

っている。

錬漁のはじまる 3 月中旬におζなわれる「掴陣し」には.醐を立て供物を供え、犬漁祈願の「お

みくじ」らお ζなわれたo 6 月の仙法志神社の鍛典には、厳豊漁の感揮の愈を己めて、掴陣しにお

となった犠式司織に担っていた。

田中正は.道南の森町、富下氏は描弁県の出身者である。両者とも、昭和初期の蟻合同漁業株式

会社の傘下回もとで漁場の桂営Kあたり、それぞれ蝉豊漁を闘って稲荷さんを信曲したものである.

[4[ 沓形種宮町の稲荷さん

沓形種富町田発哩所近くの道路の浜側』とある町宮住宅の期比、一間四方の摘をまわしたなかに稲

荷堂がある。との稲荷堂は.比較的整備されているが、それは、比較的綾近まで稲荷摺仰が忠実iζ

守られてきたととがうかがえる。

育忍葉県人、柳谷徳太郎氏が鯨建網漁業を経宮し、盤漁を闘勺て理立し祭犯したものである。稲荷

堂の連立年状は、柳谷氏が陣漁場を開いたのが昭和 7 年頃である ζ とから、そのあたりと推定され

る。昭和30年頃まで、いわゆる錬漁の終わる年代まで祭犯されていたと考えられる。

以後、稲荷の信伸者で稲荷堂の近くに居住していた戸部氏老女が誼り畳け祭犯し信仰していたが、

5 年前に死亡し、日桂そのままになっている。

稲荷量iζi玄、廃寺Sζ'J 勺た自選宗妙生寺のと炉瞳と法政が納められている。

祭神は伏見稲荷である.

[5[ 高繕の稲荷さん

昭和初年まで仙法志字醐崎にて陣漁場を宮んでいた高橋留次郎氏が、鬼脇字野中の移住tとともな

い、高橋氏の先祖である小倉家が祭把していた稲荷さんを、氏の住宅数地内に移設し祭犯したのが

現在の稲荷堂である。小倉家の先祖十兵衛一族が野中に移住したのは明治21年の乙とであり、その

後、一家族を残して.仙法定、御崎や沓形種富町、あるいは礼文自に分散し、それぞれに韓漁煽を宮

んでいる。高橋氏も小倉家からの分家であり、イ山法志iζ移り、陣漁場を聞いたものでおる。

小倉家の稲荷重の建立年代は、利尻島移住後間もはくの E とであると考えられ、戦時中に約 1 m

四方の開が朽ち果てた状態であった.

高橋氏が野中に移住した当時、家族tζ病費や負傷fよどの事故が相次いだζ とから、音形種富町の

戸部さんに伏見稲符神、す tJ:わち正一位稲荷大明神の分身を勧講じ、盟り聖け家内の安全を守る神

として、あるいは、鯨畳ぬの神として信仰を続けてきたものである。錬が凶漁となる昭和田年以降

は闘的漁業、サメ的漁業の坐漁を願う神として、さらに現在では.間接的にではあるが却族がお ζ

むっている大線網漁業の神として信仰を続けている。

蹄漁時代における祭礼行事としては、戸部さんに大漁祈願をお願いし、 「正一位稲荷大明神」の

棺を傷げ.赤甑油婦魚・神酒御揖昆布二枚・輯二枚・ 二本・お裟子を供え、車桂緯出で
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書曲した。昆布は、ヨロコブ'として目出置いときの供物として輯とともによく使われ、 の二本

は夫掴仲良くという意味をもっていた.錬漁期 iζは、 15人目近所の人々申書~!l'iもあり、臨やかに酒

婁などがお乙なわれていた.

年"一度の北鬼神社の祭典には、輯治朗におとなうていたのと河じ供物を供え、漁業鑑漁の感謝

の気持ちを込めて厚く信仰している。しかし、芦部さんが死んでからの祈得はおとな勺ていない.

161 秋困谷稲荷明神

東利尻町鬼脇にある臼蓮宗妙泰寺の境内に一間四万の稲荷堂がある。 Eの稲荷堂i立大正初期の盟

立と考えられる。それは、祭祖信仰者は醐建網竣者.秋田谷久兵衛と葺フユ、その子久吉氏が、明治32

空手当時、法華経信者でもあって、臨番直において借椙本問答朝師をゆ心として法翠輯を盛んにおζ は

っていた ζ と、さらに、久吉氏の在位年代、現主の稲荷堂の状態から推制される.

秋悶谷久兵衛氏は、明治17年に網島良助氏と共に鬼脇村松代人を務め、同 19年旧 8 月 6 自に死亡

している。同氏の華は大正 7 安手に瞳立されており、また、妙泰寺の本堂として使われている建物は

数回谷氏自陣番屋であり、その寄進がやはり大正7 年である ζとからも、現稲荷宜の建立年代は大

正初期であると考えられる。睦立当初は秋図谷繭荷大明神とよばれていた。

秋田谷氏の錬漁場は鬼閣の沼浦にあったが、住宅は鬼脇四番地、現妙泰寺κあったととから稲荷

量も住宅の敷地内κ建てたものである。

その他、由来、変遷などについては不明で今後の調査に待ちたい。しかし、秋困谷氏が利尻島を

去勺た後、稲荷宣がそのまま残されていたととから、鬼脇が餓漁や重量漁で賑わっていた当時、+融

軒あ勺た遊廓の遊女が信仰していた ζ とがあった。遊廓の商完繁昌の神として信仰されていたので

あろうか。

171 :6稲荷明紳

通称 fマンヅョウの岬」と呼ばれている鬼脇港の南錨の岬 iζ 、 「稲街神社」と剖まれている石碑

が立っている.石碑申裏 Kは「大正八年六月十 a 勤続四十五年藤国三之」と剖まれている。

明治 4 年にすで κ漁場を経宮していた、杉村幸右衛門の国号が r:6 J (マタイチ〉であり、同 35

年に手 'I尻出頓所と称して鬼脇 lζ 六ケ蹴の闘激場を持ち、そのうちのーケ統を田中将吉正を支配人と

して経営 κあたらせていた。 ζ 乙の漁場 iζ 稲荷童が建てられてたというが、建物は現存していない。

建立年代は明治中頃と考えられるが、詳しくは不明である。 ζの 漁湯は田和 6 年まで観いていた

が、稲荷信仰そのものは、それ以降も続いたのである。帳場が祝同をあげ いくつもの鳥居をくぐ

り抜け、大詰餅を供える状景は見事であったと伝えられている。

181 富士鯛の稲荷社

鴛泊富士岬のやや中聞に位置する。木下音吉氏宅 iζ 構援 C. 海』 ζ向ってニ間四方の稲荷堂が建っ

ている。祭神は伏見稲荷大明神である。 rサイモンサの稲荷さん」とか f木下の稲荷さん」などと
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呼ばれている。

明治後期に、鳥取県気高郡の出身である小林松太郎氏が、嫌ill唱の経営しそ乙に稲荷量を建て信

仰していたといわれている。国号は「サンナミ J といわれていたが、どのよっκ蓋示していたかは

不明である。小鉢民死亡後 2 年自の大正 2 年IC，倉与匝松氏が小林正の土地を一部買受けたが、そ

の買畳けた佃のなかから現在祭担している稲荷さんが発見された。とれは、小林氏死亡時に車の畢

風が吹き、間を吹き飛ばされたととがあり、稲荷さんともども紛失していたものである。

発掘された稲荷さんを、倉与回総民田石羽沢徳太郎氏・州島久蔵民・中野音吉氏・海崎友吉圧が

主となって、現在の間の二倍程の大きさの堂を建立した。建立時には、富士岬往民団名が寄進とな

っており、初午や郷土の祭典など年三国神主を招き、祭礼行事を執行し「おみくじJ をとったとい

う。

ζの稲荷堂は、昭和 7 年12月に改築している。寄付絞iとは倉与四絵・石羽沢徳太郎・丸田昌平・

木下喜太郎石羽沢安太郎・清水長五郎 沖島久迭の民名 ISど朋名以上が記されている.

三度自の改築は、昭和27年 10月 4 日付で、寄付板には f稲荷社造宮寄付者芳名簿」と記載され、

石羽沢常太郎田木下音吉・神島車・中座寅次の名民等25名が、一人 l 甜O 円を均等割で宅寄付し、合

計閉却.720 円になっている。また、同寄付歓の後部には「線提浜塚喜太郎世話人石羽沢常太

郎・木下音吉・中座寅次・ 0野音次郎・津崎友吉j が配されている。

Il:いで 4 回目の修築は、昭和国年11月 24日で、「線県浜田政志大工菅原樹世話人江拙

留治米谷利一・清水一雄・芦山喜太郎木下吉郎倉畳堪」とあり 総工費56万 3 千円で盟遣し

ている。稲荷堂の大きさはニ間四方もので、己れが現在地にあるものである。寄材者は、 「五万円

也木下吉郎倉俊雄三万円也中座寅一二万円飽米谷利一・山野寺栄崩一万五千円也

江島吉一万円也片山喜太郎清水一雄山野寺盤作中野幸世郎沖島勇 'I 松居雄・上野ツ

ノレ・丸図間・彊間悦雄・北出判一・綿木尚・新田喜代治・岨図外義・坂本勇・三浦良大・五千円也

三浦光夫津崎光宏 山口タマ・岡部忠男・上野敏弘」である。他に、小倉直三郎・間本ヨシ・

米谷みさ子の各氏等による造宮木材一式(十二万円)、居希且工務一式(九万五千円〕に木下吉郎

倉盟継の両氏など合計31名が記載されている。

己申ょっ κ、富士岬の稲荷重は多数の人々κよって支えられているが、講組紐はみられない.し

かし、倉佐衛門・与田植盟富・畳継の倉家四代にわたる信仰と、倉家と親類Kあたる木下家の両

該が己の踊荷信仰を支えているといってよいロ

剖鎗.富士師では漁業全般の豊漁をもたらす神として信仰され、赤甑・掴輔・油婦・材噌等を供

え、散ったり踊ったりし、正一位伏見稲荷の輔りとともに 稲荷堂前は大変な賑やかさであった。

現在i立、以前ほどの祭礼行事はお ζなわれていない。

富士岬地区の人々は、涼睦能畳越前・因織など様々であるが.注撃経信者が集中している地

場でもある。
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2 その他の稲荷信仰

鯨建鋼業者のみならず、錬刺鋼業者・水産物仲買人もまた稲荷を信仰していた。それらは、鱒筆

漁の他κ商売繁呂、航海安全の闘をかけ祭犯されていたものが多くあり、また、昭人 集団 郡高

など様々な信仰形態を有し、利尻島K広く信者を有する豊川稲荷・高山稲荷・豊畳稲術むどがみら

れるが、やはり圧倒的に多いのは伏見稲荷である。

現温までに把撞したと ζろでは、倒人で祭把信仰しているととろが4 、集団で信仰していると ζ

ろが 2 、部落神社として借仰されているととろが 1 ケ所である。

川栄渓神社

当初は、鴛柚字大破ポロフンベiζあ'ったのを、省JBの日中(ユッチュウ、現在の字名は栄浜)の

人々と共同で悶を造り祭把信仰するようκはったものである.主祭神は伏見稲荷であるが金比砲

さんも合杷されている.

もとは、現在::tIJ尻町と東利尻町の筑界となっているトピウンナイ択の岩山に建立したものである

が、当時の織干については不明である。

その後、トピウシナイ沢の岩山から、明治43年に日中の藤田芳雄氏宅の近くに移設した乙とから、

藤田家は「楠荷さんの家」と呼ばれるよつにたぶった.移設に閉する年代は、明治43年 12月 26 日と記

揖にある。その当時の糠札には、 r'!'斉稲荷神社社殿新築再建高成正遷宮願主 臼中幌分

辺崇敬老祭主常篠井武胤j とある。

さらに、岡和37年に脇田家の近くから現在地iζ移転した。 r聞和三十七年四月 本殿遷宮」と線

札が掲げられている。乙れにより栄浜神社として位置づけられた。

栄浜神社は、 ζのような藍避により現在に至っているのであるが、社殿内κは「金刀羅宮 明治

二十四年」の掲聞があり、 ζれがどのような意味をもつのか.現時点では解き明かす乙とができえよ

い。もともと金刀緑富だったものκ伏見稲荷を合杷したものか、あるいは稲荷堂に、どζか別の場

所Kあった金刀維富の建物が廃匡となったととから掲額だけが移されたものなのか、あるいは、両

者も別々のと乙ろにあったものが、明治43年あるいは昭和37年などの建物の造営の祭に閣時に合把

されたものなのか、いずれとも淡しがたい。しかし、現時点での主祭神は伏見稲荷である E とはい

うまでも忽い。

また、古くから鳥居が寄進されている。般も古いもので明治42年 6 月 18日 iζ大窪石松外 12名、次

いで、大正 4 年 9 月時自の寺山卯吉 綾後は田和56年 6 月 12日で、 ζれは地域の信者全員による寄

進である。かつての祭札行事忽どは不明であるが、稲荷摺仰に共通の供物・祈衝は北見富士神社の

神主が務めているという。

121 締元の稲荷さん

北見富士神社境内iζ約一間四方の稲荷堂がある。祭神は.正一位稲荷大明神であるe なかに小さ

な紛色の穆があ勺て、柿元恒吉氏の名が記されている。童の建立年代は岡和40年頃のζ とである.

- 17 ー
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同氏は柿元漁業部を睦け、漁業神として稲荷を信仰し、岩山の「キツネ蘇J lC li司を建て祭杷していたが、

そ由同堂は昭和39年 5 月 15日の大火花より焼失してしまった。その後‘再建したのが、北見富士神

社の境内にあるものであり.現在は祭礼行事等は全くお ζなわれていない。

131 鳴海の稲荷さん

鳴海万次郎氏は、昭和 10 年頃 i乙近くの小山 iζ 一間四方の帽を造り高山稲荷をまつった。それは、

青蘇察西津軽郡車力村より布教者が布教に訪れた瞬、鳴海氏の裳がちょっど病気中であり.布教者

のすすめもあって.病気平癒 iζ も利益があると信じて信仰するようにむった。現在では、もちろん

漁業祢としても位置づけられている。

かつては、年 2 回柑篠県の高山神社 tζ 怠酷していたが‘現在では寄付金を送り、 「札護符」を

聖けているだけである。高山稲荷をど神体としている利尻島内唯一の例である。

毎月 10 日が例祭日で‘赤飯・神酒・油描・果物を供え、家族で書?草するなど、個人信仰で守り続

けている。

なお、鳴海民の出身地は布教者と同じ芭津経郡車力村である。同はあるが、ど神体は約四四程白

もので 風雨吹雪から守るため iζ 家屋内にま置している。 rお助け稲荷」と呼ばれ 漁業者の信仰

を集めているという。

(41 吉図の稿荷さん

東利尻町鬼脇字野中の吉田吉太郎氏宅 IC ，普通とは異なる踊荷さんが祭杷きれている.吉太郎氏

の曽祖父千代吉氏が、明治四年代の初め頃に不 'J尻に移住したの K伴江い、家屋の近くに拘をつくり

稲荷さんをまつったが、その子‘金六却の代 lUi って両堂が荒鹿したのを契臨に家圏内にまつるよ

うに匂った。幅一間に奥行三尺程の堂々たる祭温に、神髄・御幣ー神畳・振鈴房の神具がみられる。

毎月 lOB が剖祭日で、その臼には一般的 It 供物のほかに大根 人参をも供えているという。乙れ

は 漁業神の信仰とともに豊業神としての信仰によるものである。

祭神は正一位稲荷大明神で、千代吉氏から吉太郎氏までの四代にわたって信仰祭杷されている。

吉田家は脅森県東海軽郡一本木村の出身であり、前述の小企軍とは輔顕関係にあたる。

151 金の稲荷さん

東利尻町茸泊の利尻山神社の境内に 幅 3m 奥行 2m 程の伺があり、 「正一位稲荷大明神 J の

白染依き文字の織りが憎げられている。間のなかには、神燈があり、祭纏には狐(陶器)八体が杷

られている。神媛〈一対的提町) Iとは 「昭和二十九年六丹吉田 金随秀」と記されている.また、

融りには「昭和五十六年六月 田中盤蔵ツヤ」と， r昭和五十七年一月 京谷正秋三綾子恭

子」とがある。 III りは常時期げられている。

金瞳秀氏 i志、昭和 27 年頃に水産物仲買簡を開業し、玉踊丸という紛を所有し、新潟県~利尻問を

航海していたが、昭湘 40 年頃に時イじにより遡緩沈没し、繭死している。

… 18
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ιの利尻山神社境内の稲荷堂白建立年代については、それを係る資料に乏しく、僅かに神僚に記

されている昭和29年ぐらいのものである。金正が水産物仲買商を聞車したのが田和田年であるとと

から、いずれにしても岡田-29年iζ建立されたと考えて良いだろっ。

現在は、稲荷量にかかる祭礼行事はなく、時街、不特定の信者が霊会話するぐらいである。

(則前川稲荷

奇形手神居 Ie、前川モヨ民の司祭する神社がある。一般的には「前川稲荷」と呼ばれているが、

主祭神は伏見稲荷である。前III稲荷のはじまりは、明治33年頃、庫岡村から鯨漁場の漁夫として出

稼ぎにきていた前川開吉正が番屋で風呂iζ入っているときに正一位稲荷大明神の盛を邑たことに

始まる。，

同室内には、 「明治三十四年八月 利毘副書E村カモイヌカ 牧図ミサヲj 寄進の絵馬と、 「大

正元年八月二十四日 沓形村カモイヌカ 中村勝畢」奉納の締結もみられる。

大正 7 年に、現荏の社躍κ改築したが、その賢金造成のため前川そヨ民は利尻島内をまわり調進

したという。広さは 1201程の社世であり、大工は瞳峨民であった。

前III熊吉氏は大正 4 年iζ没したが、大正 2 年にはモヨ民が信聞を継承し現在にいたっている。

餓漁の盛んな噴は、島内全指定から叩-1凹人程の重害賠者があり、酒ー斗を周意した乙となどもあ

勺たというが.舗が幻自魚となった現在では 5 -10人位の多詰者がみられるだ付である。祭礼日は

毎月 10日とし、 9 月 28日には大祭を執行し賑やかにおとなわれ、また、春の倒祭自には「おみくじJ

もあったという。

前川稲荷の主祭神は伏見稲荷であるが、一部信仰者には「壁III稲荷」であると伝えられている。

豊!I I稲荷は仏教系で、霊知察豊川市、妙厳考にある稲荷堂で、仏教護法神、ダキニシン天を祭神と

し福徳関連の利益があると信じられている。

また、昭和19年に北見富士神社常盤井宮司iζ依って.神宮教大教庁κ司祭者としての許可を得る

ために上京している.緋習教は、イザナミノ命を祭神とする潔教で、心身を木浴潔斉する教えであ

勺て、伏見稲荷では江い。しかし、司祭者としての資格をi止おもに荷気平績の神として信仰して

いる。

とのように、前川稲街は漁業神として伏見絹荷、病毘治癒の神として神習教、家業開運は豊川稲

荷と三つの性絡があるが、それぞれに役割をもって機能している。

3 陣漁皆無になってからの稲荷信仰

漁揖神としての民間居仰は、絶えずその内容をかえていく.線漁への期待が大きい程、信仰もま

た揮く、多発礼行事も盛大K賑やかに執行されてきた。

しかし 脈漁κ望み申fよくなゥた今日、信仰も希薄になり徐々に衰退している。一部は消滅して

いると E ろもある。現在もかわる ζ となく祭事LIT事が続けられていると乙ろは、東利尻町鬼脇字野

中の高嶋宙由郎丘、吉田吉太郎民、同鴛泊字官士仰の木下氏利尻町仙法志字政拍由宮下キミ氏
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同仙訟志字翻闘の鳴海正吉正待である。他の多くは、年一度の蝉土の祭典時のみだけ祭把される場

合が多い。

坪回の稲荷さんは、政泊惜神社と改綜されてからは「正一位稲荷大明神J の噛りが脚土祭典の際

にもみられなくむり、官JIj北見富士神社白柿元氏自稲術も祭る者も Ii く、また、鴛泊和l尻山神社の

稲荷も少数の信者が年一-二度供物を供える位である.

鱗建網・同刺朝、水産物仲買人を間わず‘鯨漁がなくなった現在、同堂はほとんど放置、または、

形のみとなり、世代がかわっていくなかで、まったく祭礼信仰がされていない実態から考えると.

今後はさらに希薄化し.やがて消極していく状担にある。

乙のような現象は、一般個人に見られる稲荷宿叩も同様で、放置されたり、担の模型などが、そ

れぞれの地核抑社の神棚の片隅に置かれているといフ状態である。

4 まとめ

鋭漁業を中心としてきた利民島の激民は 精神的κ大漁を剣山託した。乙の神のなかには、特に、

稲荷暗仰が大きな比重を占めていたのである。しかし、臨漁の途絶えた今日で位、漁業神への摺仰

は迫〈総れた存在iζなりつつある。

豊漁を神6ζ祈る心情の一つには.鯨は群来するもの、すなわち持っている漁法である。ぜひ来て

欲しいという願望が、会国的に普遍的に存在した稲荷信仰を、五融盟模 商売繁昌の信仰から、大

漁満足へと信仰内容を藍視させている。

祭礼自について考察すると、盟川・畳畳・伏見・高山の向れもが、本来祭礼日が異はるのに対し

て、利尻島においては、すべてが一定しているのも信仰の揖詞であるが、供物においては油錫・鶴

餅・魚と共通するも由以外は、各々若干の違いがみられるが、それはそれぞれがどのような利益を

もたらすかというととの途いによるものである。

また、稲荷信仰は出身地輔や職幾の区引はく、利尻島内に普遍的な広がりをもって、本来の稲荷

信仰から、自分逮の都合がよく、利益をもたらす神にっくりあげられてきた。したがって、本来の

屋敷の神あるいは姐守の抑としての惜仰はまったくみられな L 、

さらに、観漁とともに利尻の漁業尭痕の礎となった歯釣漁業において、稲荷信仰はほとんどみら

れむい。乙の乙とは‘盟踊刺鋼を問わず陣漁KJZくみられたのと対照的である o Lの理由につい

ては.闘的漁がおもに北陸地域の人々を中心iζ芯 ζ なわれ、隊漁が東北地壊の人々によヲてお E な

われていた ζ とや、陣漁の瞳輔鎌省は経済的に闘的漁業者よりも盟かであったζ と江どが考えられ

るが、決め手は Iiい。

自的漁業者iζは龍神や金比絡などの信仰がみられるが、しかし.稲荷を信仰する陣漁業者のなか

には、飽神や金比羅を信仰する人々も多くある。乙のようなことは、離島の漁民恒仰を考える上で

興味深い事実である図

祈祷者も一定せずκ、信者であったり、宮司であったりして一定したものがない。また、供物も

供えお書りするだけという場合が多く、信者の数も一定せず たえず増踊が韓り返えされている。
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合抱する E とも、される E とも比較的審昂であり、信者がかたくなに拒むとともない。むしろ.

豊漁の縛であれば同一揖する聞も少なくない。

いずれK しても.蝉漁と深くカ功=わりあっていた稲荷信仰は、韓漁がまったくお乙匂われなくな

った現濯、徐々に表退し、また揺をかえて現在比定着しているのである.

語審考文献

利尻町立博物館年報第 1 -，集 手'I尻町立博物館

北海道開拓記念館調査報告第23 ・ 24号 北海道開拓記念館

本調査をまとめるにあたり次の方々のど協力があった。

仙法志地区宮下回一・加貰秀太郎ー鳴海正吉・伊佐E省三

音器地区金也紛担・図属施雄・小坂市蔵ー前川モヨ・西谷栄治

鴛泊地区倉 量豊富・車寄丈雄・蹄木良助

鬼臨地区輔臨幸二郎・高橋留次郎・吉田吉太郎寺島まき
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